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令和３年度 第２０回高校生ものづくりコンテスト九州大会 

電子回路組立部門 実施要項 

１．期日  令和３年７月３日（土）・４日（日） 

２．日程 

 （１）７月３日（土） 

    １３：００～１３：３０ 受付 

    １３：３０～１６：００ 部門別説明・競技者練習 

                ① 作業台抽選 

                ② 競技説明 

                ③ 作業準備（工具展開・動作確認） 

                ④ ヘッダファイル等の確認 

                ⑤ 競技者練習 

    １６：００ 解散 

 （２）７月４日（日） 

    ８：００～８：３０ 受付 

    ８：３０～９：００ 開会式・諸注意 

９：００～９：３０ 準備 

    ９：３０～１２：００ 競技 

               ① 設計回路（入力回路）図面製作 

               ② 回路製作 

               ③ プログラミング課題（課題ごとに審査） 

    １２：００～１３：００ 昼食・審査 

    １３：００～１４：３０ 審査・片づけ（個人） 

    １４：３０～１５：００ 表彰式・閉会式 

    １５：００       解散 

３．競技会場 

    受付・開会式・閉会式     香椎工業高等学校 

    競技会場           香椎工業高等学校 

４．持ち込みファイル・開発環境申請書の提出 

（１）持ち込みファイルの審査について 

   事前に制作したプログラムの持ち込みは原則として認めない。例外として、制御用マイコンの 

   レジスタポート定義、割込み定義を含むヘッダファイルのみとする。 

   メール（PDF）か FAXで提出する。 

  例 福岡県代表の場合   mono_con_fukuoka.h 

（２）開発環境申請書について 

   開発環境申請書に使用するマイコン・言語・開発環境・使用するヘッダファイル等を記入し、 

   提出すること。 

（３）提出期限 ６月２５日（金） 

（４）提出先  福岡県立福岡工業高校（電子回路組立部門担当校） 

        FAX：092-822-5837 

        e-mail: hara-k14@fku.ed.jp（担当：電子工学科 原 一生) 
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５．競技課題 

  設計仕様に基づいた設計回路（入力回路）を競技時間内に設計・製作し、設計回路（入力回路）と 

制御対象回路を制御用コンピュータに接続し、制御プログラムを作成し、目的の動作を行うシステム 

を完成させる。 

 

 

  

（１）入力回路① 

    設計仕様に基づき、支給される電子部品等を用いて電子回路基板を設計製作する。 

  （ａ）DC モータの回転数を検知するフォトインタラプタのフォトトランジスタ側のオープンコレクタ

出力のための負荷抵抗は入力基板内に配置するため、5VとVout間に 47kΩの抵抗器を取り付け、

5Vと GND間にはノイズ対策として、0.1μFの積層セラミックコンデンサを取り付けること。 

詳細は資料５－１～資料５－２を参照すること。また支給部品である、CNZ1023 のデータシー

トに関しては資料６－１～資料６－３を参照すること。 

（ｂ）設計仕様、電子部品等は大会当日に配布する。 

  （ｃ）支給する、設計製作回路（入力回路）提出用紙に設計仕様に基づく図面を作図して提出する。 

  （ｄ）設計した回路図に沿って、回路を製作する。 

  （ｅ）ユニバーサル基板はサンハヤト ICB-293を支給する。また、スズメッキ線（Φ0.5mm）、 

鉛フリーはんだ（HOZANHS-313 Φ0.8mm Sn-3Ag-0.5Cu）を使用して製作する。 

    （ｆ）入力回路①と制御用コンピュータ③はケーブルＡで接続し、ケーブルＡにより、入力回路① 

     に５Vの電源を供給する。 

  （ｇ）使用する部品は表１の支給部品を参照すること。また、支給部品を全て使わない場合もある。 

（２）制御対象装置② 

    制御対象物として、７セグメント LED、フルカラーLED、圧電ブザー、ステッピングモータ、 

    DCモータとする。 

  （ａ）出力回路基板⑥は株式会社ニソールが提供する「第２１回高校生ものづくりコンテスト全国大会

出力回路」とする。出力回路基板⑥には７セグメントＬED（２桁）、フルカラーLED、圧電ブザ

ーが実装される。 

 

   

 

 

制御対象装置② 

図１ 課題システムの構成図 
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（ｂ）制御対象装置②の回路図を資料１に示す。 

（ｃ）ステッピングモータは SPG27-1101（販売：秋月電子通商）を使用する。 

（ｄ）DCモータは TAMIYA テクニクラフトシリーズNO.8 ４速ウォームギヤボックスHEに付属の 

    モータを使用し、減速比を８４：１とする。 

 （ｅ）DCモータの遮蔽板は円形で穴が２つ空いている。 

 （ｆ）入力回路①とケーブルＤで接続するフォトインタラプタは KI1233-AA（販売：秋月電子通商） 

    を使用する。 

 （ｇ）出力回路基板⑥と制御用コンピュータ③をケーブルＢ及びケーブルＣで接続する。 

 （ｈ）出力回路基板⑥のコネクタ CN1または DCジャック CN4から、5Vの電源を供給する。 

 

（３）制御用コンピュータ③ 

   使用するコンピュータの性能・形状の制限はない。開発用コンピュータ④と同一機器であってもよい。 

 （ａ）入出力ポートの信号レベルは 5Vとする。 

 （ｂ）各自が準備した電源装置から電源を供給する。 

 

（４）開発用コンピュータ④ 

   使用するコンピュータに制限はない。 

 （ａ）制御用コンピュータ③のプログラム開発環境を持参する。 

  

（５）電源装置⑤ 

   性能・形状の制限はない。課題システムの動作に必要とされる容量の電源を用意する。 

 

（６）ケーブル 

 （ａ）ケーブルＡ、ケーブルＢ、ケーブルＣ，及びケーブルＤの仕様を資料２に示す。 

    ケーブルＡ、Ｂ、Ｃは各自で準備する。ケーブルＤ及びステッピングモータ用のケーブル F、 

DCモータ用のケーブル Gは大会事務局で準備する。 

 （ｂ）ケーブルＥは、出力回路基板⑥の仕様に合わせて各自で準備する。 

 

６．作業条件 

 （１）競技時間 

    ２時間３０分とする。 

 （２）プログラムの製作について 

  （ａ）プログラム作成時に使用するヘッダファイル、関数などは使用する開発環境の標準のものに限る。 

  （ｂ）プログラム言語や開発環境は自由とする。 

 （ｃ）事前に制作したプログラム類またはドキュメント類は持ち込まない。 

 （ｄ）記憶媒体等の持ち込みは禁止する。 

  

（３）服装等 

（ａ）競技中は作業着を着用する。 

 （ｂ）はんだ付け作業中は保護メガネを着用する。但し、メガネをかけている場合はこの限りではない。 

 



4 

 

７．準備 

（１）大会事務局で準備（支給）するもの 

 ① 入力回路①の製作に使用する電子部品及び材料等 

 ② 入力回路①の回路図を作画する、A4判の提出用紙 

 ③ ステッピングモータ、DCモータ、フォトインタラプタ（KI1233-AA） 

 ④ ケーブル D、ケーブル F、ケーブル G 

 ⑤ 商用電源（AC100Vコンセント２口） 

 

（２）競技者が準備するもの 

①制御用コンピュータ③、開発用コンピュータ④及び開発環境 

②株式会社ニソールが提供する「第２１回高校生ものづくりコンテスト全国大会出力回路」である 

制御対象装置② 

  ③ケーブル A、ケーブル B及びケーブル C 

  ④電源装置⑤及びケーブル E 

  ⑤入力回路①の製作に使用する、はんだごて、こて台、ニッパ、ラジオペンチ、ドライバ、テスタ、 

   テーブルタップ、保護メガネ、基板支持台等の工具類 

  ⑥筆記用具及び定規、テンプレート等 

  ⑦作業服（各学校で使用しているもの） 

 

８．注意事項 

 （ａ）作業を行うにあたっては、安全に十分注意する。 

 （ｂ）決められたエリアで作業を行う。 

 （ｃ）リード線の切断時には、破片が周囲に飛び散らないように配慮する。 

（ｄ）競技会場への資料の持ち込みは認めない。資料は、競技会場にて配布されたもののみ、参照できる。 

 （ｅ）競技準備の時に競技会場の電源（電力）の確認及び大会事務局が配布するステッピングモータ、 

DCモータ、入力回路①とケーブルＤで接続するフォトインタラプタの動作確認を行う。 

 （ｆ）競技準備の時に、開発用コンピュータ④及び開発環境の審査を行う。審査後は競技会場へのあらゆ

る物品の持ち込み・持ち出しを禁止する。 

 

９．審査 

 （１）審査対象 

  ①入力回路①の図面 

  ②入力回路① 

  ③プログラム課題の動作状況 

  ④その他（作業態度等） 
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１０．採点基準 

 （１）採点項目と観点 

 

 

 

     

  

項 目 点 数 観 点 

プログラム動作 

組み立て技術 

設計力 

その他 

合計 

４０ 

３０ 

２０ 

１０ 

１００ 

・動作状況 

・動作状況 

・部品処理（取付、損傷） 

・ハンダの状態 

・配線・配置 

・図面の正確さ、完成度 

・配置 ・記号 ・文字 

 

 

 

・作業態度 ・作業の安全性 

・工具及び部品の取り扱い 

・清掃 

 

（２）順位の決定 

 ① 合計得点の高い順に高位とする。 

 ② 合計得点が同点の場合は「プログラム動作」、「組み立て技術」、「設計力」

の順に、得点が高いものを高位とする。 

 ③ それでもなお同点の場合は全体の完成度から順位を決定する。 

 

１１．その他 

（１）本大会の HP にて、補足や Q＆A 等を記載するので、当日の質疑応答は

受け付けない。 

（２）プログラム課題の動作は競技者が競技中に課題ごとに、挙手をして 

   動作確認（プレ審査）を受ける。 

（３）制御対象装置②の回路基板等を購入希望の方は、以下から購入できます。 

株式会社ニソール 

 〒３５０－１３０６ 埼玉県狭山市富士見２丁目２－１２ 

TEL：04-2958-8600（代） 

URL：http://nisoul.co.jp 
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 資料３ 

                   

    

        

  

 

表１【支給部品】 

No 部品記号 部品名 型式 定格 備考（購入先等） 個数 

１ PSW タクトスイッチ 1273HIM160GG 1回路 1接点 秋月電子通商 1 

２ TSW トグルスイッチ 2MS1T2B4M2QES 1回路 2接点 秋月電子通商 1 

３ PS1 透過型フォトインタラプタ CNZ1023  秋月電子通商 1 

４ R1 炭素被膜抵抗器 1/4W ±5% 330Ω 秋月電子通商 1 

５ R2～R5 炭素被膜抵抗器 1/4W ±5% 10kΩ 秋月電子通商 4 

６ R6 炭素被膜抵抗器 1/4W ±5% 47kΩ 秋月電子通商 1 

７ C1 積層セラミックコンデンサ 250Vdc ±10% 0.1μF 秋月電子通商 1 

８ C2 積層セラミックコンデンサ 50Vdc ±10% 0.01μF 秋月電子通商 1 

９ CN8 コネクタ３P（KI１２

３３-AA接続用） 

B3B-XH-A 3P 秋月電子通商 1 

１０ CN7 コネクタ６P（制御用

マイコン接続用） 

B6B-XH-A 6P 秋月電子通商 1 

１１  ユニバーサル基板 ICB-293 72mm×95mm サンハヤト 1 

１２  スペーサ・ネジ  各４個 秋月電子通商 1 

１３  鉛フリーハンダ HOZANHS-313 Φ0.8 Sn-3Ag-0.5Cu 適量 

１４  スズメッキ線  Φ0.5  適量 

※支給部品を全て使わない場合もある。 

う
ら
が
わ
に
裏

側
に

 ○の裏側に「Sunhayato」

の文字が書かれている。 

図２ 基板配置図 

図３ 入力回路①用支給部品 
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第２０回高校生ものづくりコンテスト 九州大会 

 

電子回路組立部門 入力回路 審査基準 

 

④トグルスイッチ及びセラミックコンデンサの取り付けは以下とする。 

 

向きは特に指定しない。ま

た、１回路２接点タイプで

足が３ピンであるため、製

作するときは、２ピンある

いは３ピンどちらで製作

しても構わない 

１０３、１０４と数字が描かれている

側を基板を正面に見て左側から読める

ように、また下側から読めるように基

板に２ピッチ（足から足まで３穴）で

挿入する 
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13 回路図通りの製作 
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資料４ 

  

         図 24 ステッピングモータ、DCモータ、フォトインタラプタの外観図 

 

        

           図 25  DCモータとフォトインタラプタの設置図 
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資料５―１ 
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資料５－２
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資料６－１ 
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資料６－２ 



21 

 

 

資料６－３ 


